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OUTLINE

•症状に応じた応急処置
•搬送⽅法
•EAP（緊急時対応計画）



症状に応じた
応急処置



熱中症発⽣時の応急処置
熱中症

意識あり 意識あり 意識障害あり/意識なし

筋⾁痛
けいれん（つる）

頭痛
吐き気・嘔吐
顔⾯蒼⽩

倦怠感・虚脱感

意識障害
けいれん

深部体温40度以上

ストレッチ
涼しい場所へ移動

※不⼗分な場合は氷嚢などで⾝体を冷やす
⽔分・電解質補給

涼しい場所へ移動
氷嚢や冷たいタオルで⾝体

を冷やす
⽔分・電解質補給

※⽔分補給が困難な場合は救急要請

救急要請
AED要請

※呼吸の確認なければただちに
CPR開始

経過観察
※異常発⽣・回復しない場合は救急要請

医療機関受診が望ましい
※異常発⽣・回復しない場合は救急要請

全⾝冷却
救急隊を待つ



意識あり
熱けいれん

主な症状
激しい運動や⼤量な汗で体内の塩分（電解質）が不⾜
することで筋⾁痛・けいれん（つる）が起こります
※熱中症の筋⾁痛は遅発⽣筋⾁痛とは異なり、軽度のけいれんや収縮に
よる違和感・痛みをさします



意識あり
熱けいれん

応急処置
p 涼しい場所に移動させる
※不⼗分な場合は氷嚢や冷たいタオルで覆う

p ⾐服をゆるめる、または脱がせる
p ⽔分・電解質の補給
p ストレッチ



涼しい場所へ移動 ⽔分・電解質補給 ストレッチ

経過観察
※異常発⽣・回復しない場合は救急要請

⾐服をゆるめる



意識あり
熱疲労

主な症状
頭痛 / 吐き気 / 嘔吐 / 腹痛・倦怠感 /虚脱感 / 疲労感・
顔⾯蒼⽩ / めまい / 頻脈
熱疲労は体内の⽔分や電解質が不⾜することで発症し
ます。重症化する前段階として重要なサインになりま
す。



意識あり
熱疲労

応急処置
p 涼しい場所に移動させる
p ⾐服をゆるめる、または脱がせる
p 氷嚢や冷たいタオルで⾝体を冷やす
p ⽔分・電解質の補給
※⽔分・電解質が補給できない場合は救急要請（点滴が必要）



涼しい場所へ移動 氷嚢・冷たいタオルで冷やす ⽔分・電解質補給

医療機関受診が望ましい
※⽔分・電解質補給ができない場合や異常発⽣・回復しない場合は救急要請

⾐服をゆるめる



意識障害あり/意識なし
熱射病
主な症状
意識障害
軽度︓ぼんやりしている / 反応が鈍い / 返答が遅い
中程度︓⾔動が不⾃然・錯乱
重度︓反応しない・昏睡状態・けいれん発作
深部体温40度以上・⽪膚が熱く乾いている
※体温39度以上＋意識障害・異常⾏動がある場合＝深部体温40
度を超えていると判断し救急要請
※現場で深部体温を正確に測ることは困難

なんか様⼦がおかし
いは即搬送の合図



意識障害あり/意識なし
熱射病
応急処置
p すぐに救急要請119番（最優先）AEDの準備
※意識がない場合、呼吸の確認 なければただちにCPR開始

p 涼しい場所へ移動
p ⾐服をゆるめる、または脱がせる、仰向けで⾜を頭よ
り少し⾼くあげる

p アイスバスまたは氷嚢や冷たいタオルで⾝体を冷やす
p ⽔分・電解質を無理に与えない
※意識がない場合、無理に⽔分を与えると誤嚥の危険がある

119番



涼しい場所へ移動
アイスバスまたは氷嚢・
冷たいタオルで冷やす

119番
AED

119番・AED

⾐服をゆるめる



熱中症と⼼停⽌
熱中症は重症化すると⼼停⽌に⾄る可能性があります

! ⾼体温による多臓器不全
深部体温40度以上となり⼼臓・腎臓・肝臓・脳に影響を与えます。

! 脱⽔・電解質異常
⾎液量減少・⼼筋の異常興奮により不整脈や⼼停⽌が起こり得ます。

! ⾎圧低下によるショック
循環不全により脳や⼼臓に⾎液が届かなくなる

! 脳機能障害
呼吸・⼼拍の中枢が障害され、呼吸停⽌、⼼停⽌へ進⾏する



! "#$



搬送⽅法
留意点
! 確認
①選⼿が倒れている場所
最初に確認することは、選⼿がどこで倒れいているかを確認することが重要です。
場所によってその後の搬送⽅法や経路をどのように展開していくか決まります

②選⼿の⼈数
場所を確認したら、搬送が必要な⼈数を把握します。場合によっては複数⼈の応援が必
要となることも考えられ、また搬送に必要な器材を選択する際にも重要な情報となる

③症状の確認
「意識はあるのか、ないのか」「⾃⽴歩⾏は可能か、不可能か」など⼗分な観察を⾏い、
適切な⼿当を⾏う



搬送⽅法
留意点
! 計画
①搬送⽅法の計画

症状や周囲の状況によって、単独あるいは複数で搬送する必要があり、担架やバック
ボードのような搬送器材を⽤いることで迅速な搬送ができる

②搬送経路の計画
複数で搬送する際にはリーダーを決める。リーダーはそれぞれの役割を指⽰し、搬送経
路にどのような障害物があるか、どのようにしたら安全に搬送ができるか予め指⽰をす
る



搬送⽅法
留意点
! ⾏動
①搬送

搬送の際には、選⼿に対する動揺はできるだけ避ける。段差のあるとこをでは、頭から
の落下を防ぐため、登りの際には頭から、下の際は⾜から降りるなどの配慮をする



1⼈で搬送する場合
ヒューマンクラッチ

⽚⾜に腓返りが起きている場合に、サポートしながら搬送する



1⼈で搬送する場合
クラドルキャリー

歩けない⼦どもや⽐較的軽い成⼈を搬送するとき



1⼈で搬送する場合
ピギーバックキャリー

歩けないが、⼿で救助者に掴まれるときに⽤いられる



2⼈で搬送する場合
トゥーパーソンアシスト

搬送を2⼈で⾏う⽅法



2⼈で搬送する場合
トゥーハンディッドシートキャリー

ヒューマンクラッチの応⽤で選⼿が歩けないときに⽤いられる



2⼈以上で搬送する場合
担架で運ぶ⽅法

複数⼈の救助者がいて
意識がない場合や搬送距離が⻑いときに⽤いられる



2⼈以上で搬送する場合
担架で運ぶ⽅法

複数⼈の救助者がいて
意識がない場合や搬送距離が⻑いときに⽤いられる



意識なし
1⼈で搬送する場合

近い場所に移動させるとき



意識なし
1⼈で搬送する場合

遠い場所まで移動させるとき



EAP
E : emergency  A : action   P : plan



EAP
E : EMERGENCY  A : ACTION   P : PLAN

EAPとは
緊急事態が発⽣した際に迅速かつ的確に対応するための計画書のこと

! ⽬的
迅速な対応︓⾼体温や意識障害が進⾏する前に、冷却や救急要請を即時実⾏
役割分担︓指導者・選⼿・保護者・医療従事者などが、誰が何をするかを事前に理解
搬送体制の確保︓救急要請基準、搬送先、待機場所など明確化
救急処置の実施︓AED設置場所、CPR実施者、冷却材の使⽤⼿順を共有

重要



基本テンプレート
! 活動情報（活動名/⽇時/場所/主催団体、責任者、連絡先）
! 緊急時の対応フロー
! 役割分担
! AED・救急処置資材の情報（設置場所、備品/使⽤可能か事前確認/搬送経路）
! 搬送先病院情報（病院名/住所/電話番号/搬送所要時間/夜間・休⽇対応の可否）
! 緊急連絡先（保護者の連絡先/チーム関係者の連絡先/医療スタッフ連絡先）
! 夏はこれに加え、熱中症に迅速な対応ができるよう作成する

EAP
E : EMERGENCY  A : ACTION   P : PLAN



熱中症緊急対応計画
緊急時の判断基準
! 意識障害
! 歩⾏困難、錯乱、⾔語不明瞭
! 体温39度以上（深部体温40度以上が疑われる場合）
! ⽔分・電解質の補給ができない場合

EAP
E : EMERGENCY  A : ACTION   P : PLAN



熱中症緊急対応計画
初動対応フロー
① 選⼿を速やかに涼しい場所へ移動
! 意識障害ある場合はすぐに119番・AED要請 ! 呼吸の確認（なければCPR開始）
② ⾐服をゆるめ、冷却処置を開始
③ 意識・呼吸を確認し必要に応じて救急要請
④ AED・CPRの準備・実施（⼼停⽌が疑われる場合）
⑤ 保護者・関係者へ連絡し搬送体制を確保

EAP
E : EMERGENCY  A : ACTION   P : PLAN



熱中症緊急対応計画
役割分担
例
指導者︓緊急判断と救急要請
補助者︓冷却処置の実施、AED準備、保護者へ連絡
選⼿仲間︓搬送補助

EAP
E : EMERGENCY  A : ACTION   P : PLAN



留意点（毎回確認するチェック内容）
! 気温や湿度（WBGT)︓環境条件が異なるため
! AED設置場所︓活動場所・施設によってAED設置場所や曜⽇によって、施設管理の

AEDが持ち出せない可能性も⼗分考えられる
! 緊急連絡先︓関係者（指導者・保護者）が異なるため
! 搬送先病院情報︓活動場所が異なると搬送先の病院が変わるため
! 救急器材︓氷嚢、氷、経⼝補⽔液、体温計、ビニール袋など

EAP
E : EMERGENCY  A : ACTION   P : PLAN
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